
感染症定期報告に関する今後の対応について   、作成16年度第5【lり  

運営委員会確認事項  

（平成16年9月17「り  

1基本的な方針  

運営委員会に報吉する資料においては、  

（l）文献報告は、ri司一眼告に巾来するものの重複を廃した▲覧表を作成すること。  

（2）8月の運営委E1会において、円内の輸血及び血柴分画製剤の使用した個別症例の   

感染症発生報告は、定期的にまとめた「感染症報告事例のまとめ」を運営委員会に提   

出する取り扱いとされた。これにより、感染症定期報告に添付される過去の感染症発   

／t二症例報㍗よりも、直近の「感染症報告牒例のよとめ」を主として利川することとするこ   

と。  

2 具体的な方法  

（1）感染症定期報告の内容は、原則、すべて運営委員会委員に送付することとするが、   

次の資料概要を作成し、委員の資料の確認を効率的かつ効果的に行うことができるよ   

うにする。   

①研究報告は、「叶∴文献による重複を廃した別紙のような形式の一覧表を作成し、  

当該一覧表に代表的なものの報告様式（別紙様式第2）及び該当文献を添付した  

「資料概要A」を事務局が作成し、送付する。   

②感染症発／巨症例報㍗のうち、発現国が「外国」の血柴分画製剤の使用による症例  

は、同 一製品毎に報告期間を代表する感染症発生二症例・覧（別紙様式第4）をま  

とめた「資料概要B」を事務局が作成し、送付する。   

③感染症発生症例報告のうち、発現国が「国内」の輸血による症例及び血柴分画製  釦針Hするこ  
皇むら、当該症例にかかる「資料概要」は作成しないこととする。ただし、運営委員  

会委員から特段の議．論が必要との指摘がなされたものについては、別途事務局が  

質料を作成する 

（2）発脚については、国内で仙川しているロットと関   

係がないもの、使川時期が和げ1程度占▲いもの、因果関係についての詳細情報の入手   

が困難であるものが多く、必ずしも緊急性が高くないと考えられるものも少なくない。ま  

た、国州■ト仰Jに比べて個別症例を分析・評価することが難しいものが多いため、堅塁  

性があると考えられるものを除き、その安今対策への利川については、引き続き、検討   

を行う。  

（：う）資料概要八及びHについては、、ド戌16隼9ノjの運一首委員会から試験的に作成し、以  

後「感染症的報告について（rl次）」質料は廃止することとする。   
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感染症定期報告概要  

（平成20年10月29日）  

平成19年6月1日受理分以降  

A 研究報告概要  

B 個別症例報告概要  
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A 研究報告概要  

○ 一覧表（感染症種類毎）  

○ 感染症毎の主要研究報告概要  

○ 研究報告写  

研究報告のまとめ方について  

1 平成20年6月1日以降に報告された感染症定期報告に含まれ  

る研究報告（論文等）について、重複している分を除いた報告概要  

一覧表を作成した。  

2 一覧表においては、前回の運営委員会において報告したもの以  

降の研究報告について、一覧表の後に当該感染症の主要研究報告の  

内容を添付した。   



感染症定期報告の報告状況（2008／6／1～2008／8／31）  

出典  概要   

‾ 
丁す語草苗てち茄6言草言育まぞだ：英国な界石世帯有頭扇てぢ雷際蘭護■  

事務局（0IE）に報告された畜牛におけるBSE症例数である。2006年  
は、スペイン68頭、アイルランド41頭、ポルトガル33頭、ドイツ16頭、  
日本およびポーランド10頭、フランス8頭、イタリア7頭、スイスおよ  
びカナダ5頭、チェコ3頭、オーストリア、ベルギーおよびオランダ2  
頭、スロベニア、スウェーデンおよび米国1頭である。2008年には、  
これまでにカナダ1頭、アイルランド6頭が報告されている。  

animal health 

situation 2008  

年3月31日  

＝＝＝＝＝∃＝≡≡≡ヨ≡＝＝＝＝＝＝土＝＝∃E＝土＝＝＝＝＝＝づi至＝＝＝土＝＝三≡至章二±⊥≡≡＿；三千＝〒〒一年ナべi±＝土＝ ．．－■．＿－＿．－■＿■■■＿＝＝二±＝■■＿＿＿＿＿＿＿▲■＿＿二■■■■■■■■■＿＿■＿＿    ■ ■＿＿＿■＿■■＿■■■＿＿ ‾▲‾ ‾ ▲ ■＿二＿＿二＿．＿＿ご．＿「＿＿二＿＿   BSE  
芝茄葺言貫首モ丁ご貰薗盲てち首藤雷朔前石丁≡葡官許貰  0IE／Wortd  

animal health 

situation 2008  

年4月17日  

2008／ 06／17  BSE数である。1987年以前は英国全体で446頭であったが、1992年  
には37280頭となった。その後、減少し、2007年には67頭となった。  
2008年は3月31までに10頭報告されている。  

2008／ 06／06  

最小感染量を求めるために、遺伝子型Aまたは遺伝子型CのHBV  
を含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種したところ、最小  
50％チンパンジー感染量（CID50）は各々約10コピーと推定された。  
最低感染量を接種したチンパンジーにおけるHBVDNAウィンドウ  
期は遺伝子型Aでは55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HBsAg  
ウィンドウ期は遺伝子型Aでは69－97日、遺伝子型Cでは50－64日で  
あった。またHBVDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方が遺伝子  
型Aに比べ有意に短かった。  

B型肝 炎   
2008；48：286－  Transfusion  294  

B型肝 炎   

＝≡＝＝＝＝董＝≦＝ヒヨ＝＝宣＝＝≡＝王＝≡＝＝≡＝＝＝＝ご＝ヒゴ＝＝＝≡三＝＝∃＝三＝＝＝こまと＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

蒜芯霞市琶；玩琵天草≡≡閣〒諸賢E簡≡岩石  第37回 日本  

肝臓学会西部  
会 2007年12  
月7－8日、肝臓  

2007；48（Supp1  

3）：A522  

2008／ 06／17  歳代女性の症例報告である。献血者、受血者の塩基配列の解析を  
行って感染が証明された。核酸増幅検査を含む献血者のスクリー  
ニングを行っているにもかかわらず、本邦では年間10－20例のHBV  
感染が報告されている。その原因の一つがHBs抗体エスケープ  
ミュータントであるが、本症例のように献血者、受血者ともに塩基配  
列の解析を行い感染が証明された例はきわめて稀である。  

ーー＿＿＿．＿＿＿＿．－＿品■■■■■■  

葉騙す百貫甜‾  B型肝  
炎C型  

肝炎   

2007年に医療機関から日本赤十字社に報告された輸血関連感染  
症の報告数は124例（10月末現在）であり、一昨年及び昨年の同期  
間に比べ減少傾向にある。内訳はHBVが61例、HCV32例、細菌24  
例、その他のウイルスが7例であった。ウイルス感染（疑）症例の調  
査結果により病原体を確認した症例は、HBVの12例とHCVの1例で  
あった。HCVの1例は20プールNAT開始後（2004年8月開始）初めて  
の検出限界以下の献血血液による感染症例であった。  

2008／ 06／17  血・細胞治療学  
会総会 2008  
年4月25－27日  

P－033  

亡亡＝＝＝＝＝＝芯＝＝王＝王士＝＝  

C型肝  
炎  

一‾  
層博打所有桑貰箸箱5石膏て窟簗宵ヲ苫甫己‡蔭桂貰著丁諒†署蘭  

2008／ 06／17  

American  

Societyforthe  

StudyofLiver  

Diseases 2007 

年11月2－6日  

群）とを比較し、リスク因子を検討した。静注薬物使用、1992年以前  
の輸血および2つ以上の入れ墨は感染群の方が対照群より有意に  
高かった。入れ墨はHCV感染リスク要因のない患者群においても  
HCV感染と強く相関していた。  

C型肝  
炎  

2003年4～10月にイタリアの血液透析施設で患者4名にHCV抗体セ  
ロコンバージョンが認められた。この4名と以前からHCV抗体陽性で  
あった10名のHCVRNAおよびHCV遺伝子型を検査し、系統遺伝学  
的解析をした結果、新規感染患者4名のHCVは遺伝子型2cで、2c  
型慢性感染患者1名から分離されたウイルスと近縁であった。感染  
制御手段の不備と装置による伝播が疑われた。  

2008／ 06／17  2008；80：261－  JMed Viro1  267  

：＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝＝≡＝ニこ＝＝＝＝ニ＝＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝≡王≡≡三コ＝こ＝＝＝こ＝＝＝＝＝＝＝こ＝＝ニ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  
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出典  

‾  
概要 英国苛巧天六ジヲ苅：二誘草＝蘭書釘三試て〒誘6言草百官芥ぢ丁拓「  

2008；80：283－  JMedViro1  288  月間にE型肝炎13例が発生した。これらの患者はルーチンのE型肝  
炎血清検査を導入開始後に特定された。同一期間中A型肝炎は2  
例、B型肝炎は4例であったことから、原因不明の急性肝疾患を発  
症し、関連する渡航歴のない患者全員にルーチンのE型肝炎検査  
を実施することが重要と考えられる。  

E型肝  
炎  2008／ 06／06  

2004年1月1日～2006年12月31日に腎移植（241名）または肝移植  
（86名）を受けた患者の移植時の抗HEV）gG保有率は、各々14．5％  
または10．4％であった。この内、肝移植を受けた3名、腎移植を受け  
た9名、腎臓と膵臓の移植を受けた2名の計14名で急性HEV感染を  
同定したが、全員血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎と  
なった。移植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およびCD4T細胞数が有意に低  
かった。  

N EnglJMed  

2008；358：81ト  

817  

E型肝 炎   

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝こ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝こ＝＝＝＝ここ＝＝＝＝＝＝＝＝i≡＝＝コ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ニ＝こ＝こ＝＝エ＝＝ ＝＝＝＝＝コこ＝＝＝≡＝≡＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝亡＝＝＝＝＝こ＝＝＝＝＝＝＝品＝ここ＝コニ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ここ＝こ＝＝ユ＝＝ ・■■－－－三ニーー岬■■■■■    ■      ‾      －＿L二＿」l▲．」．＿－▲■■．■▲－．．■．．＿       ‾■ ■ ■  

苫指扇露∈箭‡芋斎弓苧苛蒜帯芦≡芋粥蒲覇箭＝  第56回日本輸  

血・細胞治療学  
会総会 2008  
年4月25－27日  

0－026  

2008／ 06／17  てTaqManRT－PCR法によるHEVNATスクリーニングを行った。陽  
性献血者85例について追跡調査および遡及調査などを行なった。  
陽性献血者の多くは動物内臓肉を食してHEVに感染したと考えら  
れる新規感染者で、GenotypeはG3が多かった。多くは症状が現れ  
ないまま抗体が陽転化し、典型的な無症候性一過性感染の経過を  
たどった。  

HIV  亡ヒ＝＝＝ii：こ＝＝土＝±士＝＝ 亡亡＝＝＝≡≡＝＝＝土＝土土＝＝  

2008／ 06／17  

AIDS2007；21  

2351－2353  

フランスの新規川∨診断例におけるHIV－2およぴHIV－1グループ0型  
の感染率を調べた。2003年1月から2006年6月に101糾例のHIV新  
規診断症例が報告されたが、川∨－2および川∨－1グループ0型感染  
の割合は、各々、1．8％および0．1％であった。これらの症例のほとんど  
は、異性との接触により感染した流行地域出身の患者であった。  
HIV－2感染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ系男性で  
あった。  

2008／  

06／17  

1999年1月～  2006年12月に長崎で献血を行った初回献血者の年齢  American  

SocietV of 

Hematology  

2007年12月8－  

11日  

別、出生年別および期間別HTLV－1血清陽性率の傾向分析を行っ  
た。血清陽性率は年齢が高くなるにつれ有意に増加した。また1987  
～1990年に生まれた献血者では1985～1986年に生まれた献血者  
と比較して有意に低かった。ウイルスキャリアの母親の授乳を避け  
る事を指導した県の対応が陽性率の低下に貢献していることが示  
された。  

箇讃抑丁三言膵苛顎甫F詔貰r貰武芸芙買才；： 血液製剤の輸血によりシヤーガス病に感染し、死亡したスペイン人  2008／  

07／29  
アメリ  
カ・アメ  
リカ・ト  
リパノ  
ソーマ  

症  

2008；46：e44－  CIin）nfectDis  47  患者の寄生虫学的、血清学的疾患経過、ならびに供血者の調査の  
報告である。患者は白血病の既往があり、176名以上の供血者由  
来の輸血を受けていた。臍帯血移植のための免疫抑制状態で、寄  
生虫が血液脳関門を通過して神経系に感染したことが確認され  
た。特定された供血者は無症候であった。複数回輸血患者は、免  
疫抑制剤治療実施前に、抗Trypanosomacruzi抗体のスクリーニン  
グを受けるべきである。  

■■h■■J・一一・－L＿エ．＿■■■■■▲－■■■一■■■■－－－－■■■■－■－■一■い■－■＿」＿＿＿＿＿二二．－■．．■－＿＿＿M＿■－■＿＿■■＿．－＿＿■－・－＿－．＿＿＿■＿  

●●●■■■■■■－－＝ll■l■■■－■■■■一l■■■■－－■■一■■－－－－1■■■り■ll■■■■■■■■■■■■■■－1■一■■●■l＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

インフルエンザパンデミックと血液供給に関するAABBの作業部会  
は、パンデミック時に供血間隔の例外的な取り扱いを認めるよう2  
月14日にFDAに対し要望書を送付した。パンデミック時には適格な  
供血者数が制限されることが予想されるため、全血および赤血球  
採取の間隔を短くすることが最も有効であるとしている。  

2008／ 06／17  

AABB Weekly 
Repo止2008年  
2月29日  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝≡三＝＝苫＝＝王＝＝＝コこ＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝＝≡＝＝＝＝＝＝＝＝＝王こ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝こニ＝＝＝ニ＝＝＝＝  
＝三＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝童＝宏＝＝＝ゴヒ＝＝＝＝＝＝＝＝ヒ＝土＝迂ヒ王≦＝＝＝＝≡＝ヒ＝王＝＝＝＝＝＝＝＝＝王ヒ＝ヨ三重＝王＝＝   



感染症  
（PT）   

インフ  
ルエン  
ザ  

出典  

Emerg lnfect 

Dis2007；13：  

1865－1870  

カナダの共同農場で生活していた7ケ月齢の乳児から、  

A／Canada／1158／2006と名づけられたブタインフル工ンザAウイルス  
（H3N2）が単離された。この農場のメンバー90名の内54名で同ウイ  
ルスに対する血清学的検査を行ったところ、54名中9名が陽性で  
あった。また、ブタ10頭のうち1頭で血清陽性が明らかになった。ブ  
タインフル工ンザウイルス株は効率的にと卜からヒトへ伝染する形  
に適応または交雑することから、インフルエンザ流行への備えの一  
環として養豚者の定期的サーベイランスを検討すべきである。  

インフ  
ルエン  
ザ  

；；；≡；；王；；；；；≡ヨ∈；…≡；；；≡；≡；；；；；；；；；；；；；……≡；；；；……≡≡≡；；；；；；；；；；；；；；；：；  

ユーラシアおよび北米系統のH7型トリインフルエンザウイルスの受  
容体結合能およぴフェレットモデルにおける感染性を調べた。その  
結果、2004年にカナダで分離されたH7N3型、2002－2003年に米国  
北東部で分離されたH7N2型はα2－6結合シァル酸に対する親和性  
を高めたHAを保有していた。また2003年にニューヨークの男性から  
分離された低病原性H7N2型はフェレットの上気道で効率的に増殖  
し、直接接触で感染できることが確認された。  

2008／ 08／27  

Proc Natl Acad 

SciUSA2008；  

105：7558－7563  

ウイル  
ス感染  

SimianFoamyVirus（SFV）感染した男性7名を長期間追跡調査し  

た。男性は非ヒト霊長類と接触する職業であった。男性の全ての末  
梢血単核球（PBMC）からプロウイルスDNAが検出され、口腔や尿生  

殖検体から検出されることもあった。長期間（中央値20年）の性的  
曝露にかかわらず妻たちは陰性であった。特異的な臨床症状は報  
告されなかった。限定的な追跡調査であるためSFV関連疾患やヒト  
ーヒト感染を特定できなかった。  

2008／ 07／24  

A）DS Res Hum  

Retroviruses  

2007：23：1330－  

1337  

2008／  06／17  米国4州における2006－2007年のアデノウイルス血清型14（Ad14）に  
関連した急性呼吸器疾患に関する報告である。Ad14は稀にしか報  
告されないが、全ての年齢層の患者に重症で致死的な呼吸器疾患  
を起こす可能性がある。2006年5月にニューヨークリーHで生後12日目  
の乳児がAd14感染により死亡し、07年3－6月にオレゴン州、ワシン  
トン州およびテキサスリーHで計140名の感染患者が確認された。これ  
らの患者から新規のAd14変異種が分離された。  

ウイル ス感染  
CDC／MMWR  

2007：56（45）：  

1181－1184  

ウイル  
ス感染  

カナダにおいて、Sa什oldウイルスに関連するカルジオウイルス分離  
株が呼吸器症状を有する3名の小児の鼻咽頭吸引物から検出され  
た。Canl1205l－06分離株のポリプロティン配列は、Saffoldウイル  
スと91．2％のアミノ酸同一性を有した。しかし、ウイルス表面のEF及  
びCDのループは、かなり異なっていた。  

2008／ 06／06  

Emerg］nfect  

Dis2008；14：  

834－836  

ウイル ス感染  
定期的に輸血を受けるサラセミア患者で、TorqueTenovirus（TTV）  
の有無を調べたところ、2－20歳の患者の約10％（118名中12名）が  
TTV陰性であった。フェリテン、ASTおよぴALT値はTTV陽性群より  

陰性群の方が低かった。TTV－HCV共感染群ではフェリチンおよび  
ALT値がTTV単独感染群より高かった。輸血による高頻度かつ継  
続的なTTV感染はサラセミア患者における肝機能障害と相関する  
ことが示唆された。  

2008／ 07／24  2008；80：365－  JMed Viro1  371  

＝＝＝＝＝   ウイル ス感染  
出血熱症例の小さな流行が、2003年12月と2004年1月にボリビア  
のCochabamba付近で発生した。l死亡例から検体を入手し、患者  
血清検体から非細胞障害性ウイルスを単離し、アレナウイルスと同  
定した。RT－PCR分析、並びにS及びLRNAセグメント配列の解析の  
結果、このウイルスはサビアウイルスに最も近縁であるが、新規の  
ウイルスであることが示された。我々はこのウイルスをChapareウイ  
ルスと命名することを提案する。  

2008／ 06／06  

PLoS  

Pathogens  

2008；4：  

elOOOO47  

：＝＝王＝三三＝ゴ＝王＝＝＝＝＝＝ゴ＝∃＝＝ゴ＝三＝三：ヒ＝＝＝＝＝＝ゴ＝＝＝＝＝＝≡ヨ＝＝＝＝＝＝＝ヒ＝＝＝＝＝＝芸ヒ：こ＝土＝＝＝＝  
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感染症  
（PT）  

‾  
ちマフr  

ス感染  

出典  概要  

‾  
亘6扇訂再盲iすご召；蒜㍍託巧乏貰お勇常が苦熱誘ラ；溺死己1二言こご  

mai120080218．0  ProMED－  645  れは、ブラジルにおける15人目の黄熟死亡患者である。Mato  
Grossoでも1名の感染と死亡が確認された。パラグアイ保健当局は  
首都Asuncionの病院で集中治療を受けていた39歳の女性が2008  
年2月16日に死亡したと発表した。同国ではこれまでに、少なくとも6  
名が黄熟によって死亡した。多くの市民がワクチン投与を求めて病  
院に殺到している。  

ウイル ス感染  
＝＝＝＝＝ゴ＝＝＝≡≡＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝王土∃＝三出ヒ宣ゴ＝＝＝∃＝＝＝こ＝＝＝＝≡＝＝＝≡＝＝＝＝＝＝  

供血者血柴検体中のサイトメガロウイルス（CMV）DNA陽性率を検  
討した。過去にCMV血清陰性で初めて抗CMV）gG陽性を示した供  
血者82名の血紫検体44％が反復的にCMVDNA陽性であった。1年  
以上血清反応陽性または血清反応陰性供血者はいずれもCMV  
DNA陰性であった。白血球除去の実施にもかかわらず、新規血清  
反応陽性供血者のウイルス血症は輸血伝搬性CMVの残存リスク  
の重要な原因と考えられる。  

2008／ 06／17  2007；47：1972－  Transfusion  1983  

ウイル ス感染  
アモトサレンと紫外線A波で光化学処理した血小板（PCT－PLT）の  
輸血に関連する有害事象を調べるために能動的血液安全監視プ  
ログラムを実施した。患者1400名に7437件のPCT－PLTが輸血さ  
れ、その内、68件が有害事象と関連付けられた。PCT－PLT輸血に  
関連した急性輸血反応は発現頻度が低く、ほとんどが軽度であっ  
た。  

2008／ 07／29  2008；94：315－  VoxSanguinis  323  

2008／ 07／03  

ちフ）r 

‾ ス感染  
亘応挙謂下帯二軍百石箭こ丁著貫こ；㌫昌帯華美常苧蒐謂扇モ董雇石肺  WHO  

Represetative  

Office in China 

2008年5月19日  

炎と急激な悪化により死亡し、4月中旬までに15名の小児が同様の  
疾患で死亡した。調査の結果、エンテロウイルス71による手足口病  
と確定された。同市では、3月1日から5月9日の間に、6，049例報告  
され、353例が重篤で、22例が死亡した（致死率0．4％）。患者数は、4  
月の初めに増加し始めて、4月28日にピークに達し、5月5日以後減  
少した。  

2008／ 07／24  

ウエス  

トナイ ルウイ ルス  

中央ヨーロッパにおけるウエストナイルウイルス（WNV）の潜在的脅  

威を調べた。ドイツ人供血者14437名由来の検体中0．03％が抗WNV  
陽性であった。ドイツ人9976名由来の検体をWNVNAT法を用いて  
WNV－RNAの有無を調べた結果、全て陰性であった。米国由来血  
類プールではWNV－RNAがしばしば検出されたが、ヨーロッパやア  
ジア由来のプールからは検出されなかった。また、血姥製剤製造過  
程のウイルス不活化によりWNVに関する安全性は保証されること  
が明らかとなった。  

2008；80：557－  JMed Viro1  563  

2008／  06／24  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ヨ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ニ＝ヨコ＝貫＝＝＝＝⊃＝＝  

エボラ 出血  
CDCとウガンダ保健省は、2007年8月から始まったウガンダ西部に  
位置するBundibugyo地区におけるエボラ出血熱のアウトブレイクを  
報告した。2008年1月3日までに148人が羅患し、37人が死亡した。  
患者検体の遺伝子解析により、既知の4つのエボラウイルス株と異  
なる、新たなウイルス株である可能性が示唆された。確定には更な  
る研究が必要である。  

CDC2008年1 月8日  

2008／ 06／17  

エボラ 出血  
復硬雪葛了雷：ち芳うず配所ご盃『ぞ了召葛芥苑モCこ「値だ昌荻が羅‾  

maiI2007‖30．3  ProMED－  869  患したエボラウイルスは、新規の株であると2007年11月30日に発  
表した。最初の症例はコンゴ民主共和国と国境を接する  
Bundibugyo地区において11月10日に報告された。この株では出血  
はあまり見られず、患者は高熱の後、死亡する。  

：＝＝＝芯ニ＝＝  

■－－■L■■■  

クロイ  
ツフェ  

ルト・ヤ  
コブ病  

‾ 
百貰おズす覿脚苛ま：㌫訂だ苗訴詑≡ほ福富亘6軍訂王7部  

至訂7牢ヲ汀芽ブ  

2008／ 06／17  

研究会 Poster－20  

増加傾向を示し、2005年は人口100万対1．23人であった。CJDサー  
ベイランス委員会による調査では過去8年間に91摘IJがプリオン病  

と判定された。病型別では、孤発性CJD716例、遺伝性プリオン病  
128例、感染性（獲得性）CJD72例（変異型CJDl例、硬膜移植後  
CJD71例）、および分類不能2例であった。  

8   
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感染症  
（PT）   

テクン  
グニヤ  
ウイル  
ス感染  

出典  

Lancet2007；  

370：1840－1846  

イタリア北東部の隣接する2つの村で原因不明の発熱性疾患患者  

が多数報告され、ヒトおよび蚊由来の検体を分析した結果、テクン  
グンヤウイルス（C川KV）が原因であることが明らかとなった。2007  
年7月4日から9月27日の間に205例のCHIKV感染症例を同定した。  

村の親戚を訪問した時に発症したインド出身男性が初発症例と推  
定された。系統遺伝学的分析により、イタリアのC川KV株はインド  
洋諸島での初期のアウトブレイクで分離された株と高い相同性を示  
した。  

チクン  
グニヤ  

ウイル  
ス感染  

芸蒜蒜苛≡岩≡宗葛篭琶芋苛ヲ岩苛苛琵芋苛≡琴≡芋＝  
2008／ 06／24  

PLoS  

Pathogens  

2007；3：1895－  

1906  

ウイルス（CHIKV）感染は、エンベロープ蛋白遺伝子の変異株（Eト  
A226V）が関係していた。この変異の、ネッタイシマカおよびヒトスジ  
シマカにおけるC川KV適合性に対する影響を調べた。その結果、C  
HIKVのヒトスジシマカに対する感染性が有意に増加し、哺乳マウス  
ヘの伝播がより効率的になることが明らかとなった。通常のベク  
ターであるネッタイシマカがいない同地域でCHIVKが大流行したの  
はこの変異が原因と考えられる。  

2008／  07／24  バベシ ア症  
Blood2007；  

110：853  

米匡lコネテ刀ツト州での弓斬皿によi）Babesia microti惣菜の厄恢l竺を  

評価するため、2004－2007年に収集されたドナーとレシピエントの保  

存検体を検査した。その結果、45回の赤血球輸血を受けていた患  
者1例でBabesiamicroti感染が確認されたが、血清検体陽性のド  
ナーを特定することはできなかった。危険性は1920回の赤血球輸  
血で0例または1例と計算された。  

7苛つ古市 

‾ ウィル ス  
米国の血液センター7施設において2000－2003年の期間に採取した  
5020名の供血者由来の保存血柴検体を高感度PCRスクリーニング  
法を用いてパルボウイルスB19DNAについて検査した。B19DNA  
陽性率は0．88％であった。DNA陽性検体の全てがIgG陽性で、23％が  
IgM陽性であった。IgM血清陽性率はDNA値と相関した。  

2008／ 06／17  2007；47：1756－  Transfusion  1764  

‾  
天蔽だ君行者丁百折二1有毒す牢方面面著す再編云有印ぎ有芥ビFγモフ㌃  ／くルポ  

ウィル ス  

2008／  

07／29  2008；48：1036－  Transfusion  1037  ボウイルスB19感染者であった。B19感染者のうち20名のB19  
DNA、IgGおよび］gMを長期間フォローアップしたところ、B19持続感  
染が観察されたが、B19感染の症状を報告した者はいなかった。  
B19急性感染後の血奨ウイルスカ価は約1年で101∪／mL未満、約2  
年で10ユlU／mL未満まで下がることが示された。  

パルボ  

ウイル ス  

B19VIgG力価に関係したB19V中和の役割を検討するため、製造  
血祭プール1000以上について酵素免疫測定法による検査を実施し  
た。血奨プールは平均33±91U／mL（最小値11）U／mL）のB19V）gG  
力価を含有し、これらの11IU／mLのB19VlgGは、B19V遺伝子型1の  
感染性を4．6Iog、遺伝子型2の感染性を3．9log以上を中和した。こ  

のため、このようなプール由来の10％静注用免疫グロブリン製剤  
（lVIG）は、さらに高いB19V中和活性を含有することが明らかとなっ  
た。  

2008／ 06／17  2008：48：178－  Transfusion  186  

3つの血液凝固因子製剤（第∨Ⅲ因子インヒビターーバイパス活性、  パルボ  

ウイル ス  
2008／ 06／10  

Transfusion in 

PreSS  第IX因子複合体および第∨ⅠⅠ因子）の製造工程においてSTIM－4蒸  

気加熱処理装置を用いた不活性化処理を行い、ヒトパルボウイル  
スB19（B19V）とマウス微小ウイルス（MMV）間で不活性化効果の比  
較を行った。その結果、血液凝固因子製剤の中間体の種類に関わ  
らず、試験に用いたB19V（遺伝子型1型、2型）はいずれもMMVと比  
較して効果的に不活性化された。  

パルボ  

ウイル ス  

過去30～35年間に製造された第Ⅷ因子製剤中にヒト／くルポウイル  
スが存在するかを調べた。175ロットのうち28ロットがPARV4シーク  
エンスを含み、その内2ロットにジェノタイプ1型及び2型の両方が存  
在した。最大ウイルス量は10＾5copies／mL以上であった。PARV4陽  
性の第Ⅷ因子製剤の大部分は1970年代及び1980年代に製造され  
ていた。B19Vは175ロット中70ロットで陽性であった。  

2008／ 06／06  2007；93：34ト  VoxSanguinis  347  
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感染症  
（PT）  

ハンタ  
ウイル  
ス  

出典  概要  

天草芸＝デブだ官庁葛芦こて蒜l訂ラマ）訂天有事潮音芯天常穫ラヴFヲ  Emerg）nfect  

Dis2008；14：  

808－810  

レイクにより、2007年のV畠Sterbotten地方の流行性腎症患者の数  
は100，000人当り313人に至った。醤歯類の増加の他、気候温暖化  
および地表を覆う積雪の減少により、ウイルスを媒介するハタネズ  
ミの活動が活発だったことが、当該アウトブレイクの一因であろうと  
考えられる。  

ヒトポリ  
オーマ  
ウイル  
ス感染  

メルケル細胞癌（MCC）検体をdigitaltranscriptomesubtraよi㌫藩を  
用いて検査し、新種のポリオーマウイルスを同定し、メルケル細胞  
ポリオーマウイルス（MCVまたはMCPyV）と命名した。このウイルス  

2008／ 06／06  

Science2008；  

319：1096－1100  

はMCC腫瘍10検体中8例（80％）で検出されたが、対照組織検体では  
59例中5例（8％）、対照皮膚組織検体では25例中4例（16％）でしか検  
出されなかった。MCVがMCCの病原因子である可能性が示唆され  
た。  

ヲ7己嵩‾ ラ症  

64歳の日本人男性が6週間続く発熱で1998年6月2日  
2008／ 06／17  

に都内の病院  
2007：14：343－  JTraveIMed  345  に入院した。入院時の血液培養からグラム陰性梓菌が検出され、  

BruceIIamelitensis2型と同定された。患者は同年3月にイラクに滞  

在し、ヒツジのチーズを摂取したことが明らかとなった。患者の妻  
（60歳）が同年5月31日から発症し、BrucelIamelitensisが血液と関節  
液の培養で検出された。イラクの帰国者からその妻へ、ブルセラ症  
が性感染した可能性がある。  

＝＝王＝＝＝＝＝＝ ペスト  

2008／ 06／17  

2003年6月から7月にアルジェリア0ran地区においてペストの集団  
感染が発生した。同国では、この疾患は50年以上報告されていな  
かった。腺ペスト症例18名が特定され、Yersiniapestisが6名から分  
離された。初発患者を除き、全員が回復した。標的予防的化学療  
法、衛生、ベクターコントロールが、感染制御上重要な役割を果た  
した。疫学的、分子生物学的な知見から、当該期間中、現地の保  
菌動物の存在が強く示唆されたが、その起源については特定でき  
なかった。  

Emerg lnfect 

Dis2007；13：  

1459－1462  

1J舅て■性‾  

脈絡髄  
膜炎  

50118  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝王＝＝＝＝＝岩王＝＝＝＝＝＝＝＝こ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝こ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝こ＝＝＝＝ニ＝＝こ＝＝＝  

；ご；こて芋ごT言T：：宇㌻霊：「冒扇；㌻コ7■≡㌢蒜苫丁ニーr亨■■7－一て＝亭霊「■て■■ニご1ヒ芸ミ＝＝出ごて丁：「「  

2008／ 07／28  

boston．com  

2008年5月13日  難しいウイルスに感染したドナーから腎臓を移植された70歳女性が  
死亡し、57歳男性が危篤である。ドナーと患者2名の検体をCDCが  
検査したところ、全員、リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス（LCMV）陽性  
であり、ドナーからの伝播であったことが確認された。移植前には  
エイズウイルス、肝炎ウイルスなどの検査は行ったが、LCMVの検  
査は行っていなかった。  

2008／  

06／06  
17茄て雷僅‾ 脈絡髄 膜炎  

芽三文F写りラ＝Fスニ石下亨こ＝芥ぢ蘭芸移植暮雪巧貰5御方ざ膏措複‾  

2008；358：991－  N EnglJMed  998  4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原因不明であったが、2  
例のレシピエントの移植肝および腎から得られたRNAを偏りのない  
迅速シークエンシングで解析することにより、リンハ1生脈絡髄膜炎に  
関係する新規のアレナウイルスが原因であることが明らかとなっ  
た。レシピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルスが  
検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認された。この  
方法は病原体発見の強力な手段である。  

：＝＝＝＝Eこ＝＝  

：＝＝＝＝已ヒ亡＝  

：＝＝＝＝已ヒ亡＝  
：＝＝＝＝巳ヒと＝  
■－1■ll■－811－▲●■  

rヲF－‾  

スピラ  
症  

ニ＝＝＝＝＝＝＝＝こ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝三≡≡三≡ここ＝E工＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝仁王こココ＝＝王＝  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝三＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝こ＝ここ＝＝E工＝＝＝三三＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝こ＝こココ＝＝こ＝  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝≡＝＝＝王＝＝＝＝＝コ亡＝≡＝≡迂コ≡≡＝三＝ヒ土＝と＝三三＝ヨ＝≡＝＝ゴ＝三三ゴヒ丈ヒゴゴ＝王と＝  
ゴ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝亡＝＝＝王＝＝＝＝＝三＝亡＝≡迂コ＝≡ゴミ＝ヒ土＝亡＝＝と＝∃＝亡＝＝ゴ＝王＝宏文ヒゴゴ＝三ヒ＝  
－■・・－－－－・■・－■－1－t■－－■■■l■■■■■－■l■■■■＝■■■■－■■■■▼■－■－●－■■＝＿＝L＿二＝こ■■■ト■ 】 ■l■＿．＿√こ■■■■■■■l●■■h■■一■   」   ■l．■，＿■．▲■＿  

≡天列苅三苫てTぞ：■rヲT文官郡天厩貰署茄ぢ禍苫前亡ヲ ≡文事り苅三苫てTぞ：■rヲT文辞前  

2008／ 06／24  

Tnfect Genet  

Evo12008，  

doi：10．1016  

トスピラは、Javanica血清群型に分類される新しい血清型で、  
Arenalと命名された。同じ地区の重症患者から分離された株も同じ  
血清型であったことから、この株は、この地域に流行する新規の高  
病原性の血清型であると考えられた。  

；；；；≡；；≡；；；…；；；；；；；；；；；某；；；；≡芸≡≡；；；：≡≡≡∈≡；≡；≡≡≡：；≡≡；≡；；；；詔  
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感染症  
（PT）   

異型ク  
ロイツ  
フェル  
トヤコ  
ブ病  

出典  

BSE感染ウシ由来の脳乳剤を用いてPrPresのinvitro感染系の確  
立を試みた。感染させたヒト由来グリオーマ細胞株から抗プリオン  
抗体に反応する約30KのPK耐性のバンドが検出された。このバンド  
は非感染細胞には存在しなかった。また、9ケ月継代した感染細胞  
の培養上溝にイ芸達性があることが明らかとなった。さらに20nmのウ  
イルス除去膜によって培養上溝の伝達性が減少することが認めら  
れた。  

研究会 Poster－38  

異型ク  
ロイツ  
フェル  
トヤコ  
ブ病  

2008／  

06／17  2007；64：1780－  Arch Neuro1  1784  
i塁動失調や盲亡憶障害なとを呈し、発症後14ケ月で死亡した患者（3t  

歳女性）の剖検を行ったところ、白質の広汎な変性と皮質および白  
質におけるPrP沈着を示す非定型孤発性CJDであった。小脳組織  
由来のPrPScを分子分析した結果、VCJDでみられるPrPSc4型と  
似た新規のPrPScであることが示された。典型的vcJDとはEDTA存  
在下でのプロテアーゼ開裂部位が異なった。この患者のPRNPコド  
ン129はホモバリンであった。  

異型ク  
ロイツ  
フェル  
トヤコ  

ブ病  

異型ク  
ロイツ  
フェル  
トヤコ  
ブ病  

2008／ 06／10  

米国Portsmouthで、脳変性疾患を呈し死亡した女性の死因を、  
vcJD疑いのため調査中である。MRはたは脳スキャンの結果がア  
トランタの疾病対策センターに送付され、バージニア大学および国  
立プリオン病病因サーベイランスセンターで更に検査される。結果  
が出るまでには数ヶ月を要すると思われる。  

dailypress．com  
2008年4月11日  

2008／ 06／06  トランスジェニツクマウス（101LL）を用いた感染性実験の結果、TSE  JBioIChem  

2007；282：  

35878－35886  
疾患の臨床症状と脳の空胞化という徴候を示すがPrPScのレベル  
が低いかもしくはイムノブロット法では検出されない動物の脳組織  
内に、高力価のTSE感染性が存在しうることが明らかとなった。この  
結果はPrPScのレベルと感染価との間の相関性に疑問を投げかけ  
るものであり、プロテアーゼK抵抗性のPrPをほとんどもしくは全く含  
まない組織が感染性となりうること、および高力価のTSE感染性を  
有しうることを示すものである。  

2008／  06／17  非典型的BSE株の1つであるBASE（またはBSE－L）の感染性および  
ヒトでの表現型を調べた。BASEウシ由来の脳ホモジネートを、ヒト  

プリオン蛋白を発現するトランスジェニツク（Tg）マウスに接種したと  

ころ、60％が20－22ケ月後に感染し、古典的BSEに関する報告より高  
い感染率であった。BASE感染ヒト化Tgマウス脳における病因性プ  
リオンのアイソフォームは、元のウシBASEまたは孤発性ヒトプリオ  
ン病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ向性で  
あった。  

異型ク  
ロイツ  
フェル  
トヤコ  
ブ病  

JViro12008；  

82：3697－3701  

ゴヒ＝五＝三Eヒ亡亡＝＝＝＝＝土±＝＝＝＝＝＝＝＝＝ヒ＝＝：＝＝＝＝＝＝コ＝ヒ＝亡＝＝三＝＝＝＝＝＝＝＝亡＝＝ゴヒ＝王＝ヒヒゴ＝＝＝＝＝ゴ＝  

カナダQuebecのProMeticLifeScience社は血液中のvCJDプリオン  
を除去する使い捨てフィルターを開発した。何百万ものペプチドをス  
クリーニングし、プリオンに最も親和性のあるものを探し、市販の樹  
脂に固定し、膜状にし、何層にも重ねた。本フィルターは汚染血液  
からのプリオン除去が可能であった。また、フィルターで処理したプ  
リオン感染ハムスターの血液をプリオン非感染ハムスターに投与し  
ても疾患は発現しなかった。  

異型ク  
ロイツ  
フェル  
ト・ヤコ  
ブ病  

2008／ 06／10  

Medgadget．com  
2008年4月9日  

2008／  06／17  異型ク  
ロイツ  
フェル  
トヤコ  
ブ病  

‾  
感賞葡萄芋芋冗こだラ訂てモ苫ご古市石試革；蒜ほ百五球を簡ぎ訂；貰  

に検出されない。新規の酸性SDS沈殿法と高感度化学発光法とを  
組み合わせることにより、プロティナーゼK耐性3F4反応性タンパク  
が、スクレイピー感染ハムスターの血柴中からは検出されるが、疑  

Microbiol  

Immuno12007；  

51：1221－1231  

似感染ハムスターでは検出されないことが示された。血奨中におい  
てPrPresは他の血奨タンパクと糖鎖を通じて凝集しており、スクレイ  
ピー感染ハムスター血矩において検出可能となったことが示唆され  

た。  
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感染症  
（PT）   

異型ク  
ロイツ  
フェル  
トヤコ  
ブ病  

出典  

概要 英国内芯i芯訂苛っ訂㌫こ蒜n；芯㌻芯甫≡許菩き茶菓茄6言草頂ヲ官許  

mai120080107．0  ProMED－  087  在のCJD数は、VCJD診断確定死亡症例（確定例）114名、VCJD可  
能性死亡症例（神経病理学的確定診断がない）48名、VCJD可能性  
死亡症例（神経病理学的確定診断待ち）1名で、VCJD診断確定ま  
たは可能性例の死亡総数163名であった。生存中のvCJD可能性  
症例数は3名であった。英国におけるvCJD流行は減少しつつある  

という見解に一致する。  

異型ク  
ロイツ  
フェル  
トヤコ  
ブ病  

■■■■■■■■■■■■■■ll■■■■■■－－－－－－一一一一－－－■■－－－－－－－－－－一一一－■－－■－■■－－－－－－－■■■■■■■■－－－●■■■■■■■■■■■■■ ‾  

ヒ ワジ石汀ヨジFデジ下前て甫亭う萄∈芋ヲだ言辞首五有声朽；ラブ  

2008／ 06／06  2008：48：609－  Transfusion  619  スならびにスクレイピー関連フィブリル（SAF）静注後のPrPresへの  

曝露について調べた。rPrPのARR変異型は、VRQ変異型よりもより  
早く除去された。また、PrPcのARR変異型のクリアランスがVRQ変  
異型のクリアランスよりも大きいことが示唆された。rPrPの血焚クリ  
アランスは、両腎臓摘出後は52％減少し、rPrP除去に腎臓が重要で  
あることが示された。PrPresはSAF静注後は緩やかに除去された。  

2008／ 06／06  

ヒト顆粒球アナプラズマ症（HGA）の発生率は、1999年以来2倍と  
なった。原因病原体のAnaplasmaphagocytophiIumによる血液の安  

全リスクを調査するため、間接免疫蛍光法を用いてコネチカット州  
及びマサチューセッツ州の血液ドナーのA．phagocytophilumに対す  
るヒトIgG抗体を測定した。その結果、2001年から2006年に採取さ  
れた15，828ドナー血清中432例（2．7％）が抗体陽性であった。比較的  
高い陽性率が持続していることから更なる調査が必要である。  

56th Annual 

Meetingofthe  

American－  

Society－Of一  

丁ropicaト  

Medicine－and－  

Hvgiene 1044 

2008／ 06／17  

ABC  

Newsletter  

2008年1月11日  

に対し、安全で効果的な輸血用血液製剤の病原体低減技術（不活  
化）の早急な開発を優先して進め、開発され次第実施するよう勧告  
した。病原体低減の効果と安全性を示すエビデンスの蓄積は、今  
後蔓延する可能性のある感染症に対し広く適応できるセーフガード  
として、この技術の導入を保証するという決議を採択した。  

至前年謂ち看：溺百て万デダおF古ジー〒有子詳こ子；満房襟帯活花ぞ師  

2008／ 06／17  2007；47：2338－  Transfusion  2347  技術に関するコンセンサス会議の報告である。近年の検査技術の  
発達により、現状の輸血感染症リスクは非常に低く、PIを直ちに導  
入する事は推奨しない。しかし新興感染症のリスクは未知数であ  
り、PIは予防手段として重要である。広範囲の病原体を不活化でき  
る安全な方法が確立されれば実施すべきである。  

2008／  

06／17  血小板濃厚液におけるUVC照射の病原体不活祀寵を療諦口∈∴  
∪VC照射は、血小板の品質に影響を及ぼさずに、細菌（表皮ブドウ  

Transfusion  

2008；48：304－  

313  球菌、黄色ブドウ球菌および大腸菌）ならびに伝播性胃腸炎ウイル  
スなど広範なウイルス（川∨およびシミアンウイルス40を除く）を不活  

化することができた。しかし、川∨のような血液感染性ウイルスに対  
応するには、∪VC法をさらに最適化することが必要である。  

＝＝ヒ三三＝＝＝＝  

＝＝丘＝＝＝＝＝＝  感染  

ゴ＝＝三＝±ニ＝た≡＝≡亡ヒ＝＝＝王＝＝ヨ＝＝亡＝＝＝＝＝＝茫三三＝±云≒葺≡≒∃童吾妻云云三岳喜喜喜∃喜云童童喜喜喜童喜≡≡≡≡  

欧州の3つの血液センターにおけるアモトサレンおよぴb▽再三ょる  

フォトケミカル処理（PCT）過程のプロセスバリデーション試験を行っ  2008；48：697－  Transfusion  705  た。フィブリノーゲンおよび第VlII因子はPCTにより平均26％減少した  
が、治療用血奨として十分なレベルを保持していた。他の凝固因子  
は対照FFPのレベルの81－97％であった。PCT処理済FFP中の凝固  
因子が治療用血矧こ関する欧州規制および国内基準の範囲内に  
保持されることが示された。  

＝三丘＝＝＝＝＝ ＿＿「二＿■■■l■■■■＿ ；＝筐＝王＝＝＝＝  ■■■■■－■■■n■■■■■ 【 ●－＿二∴■■－■■■■一一■■■■■■■▲■■■－■■・l■－－－－■■■－●■▼■・■■－－＿＿＿■■＿■■＿＿＿．－＿＿＿＿．＿，＿＿t＿1■．■■ll■＿＿ ＝亡＝≡≡＝＝＝＝＝＝＝＝と＝＝ヒ＝＝＝＝王＝＝＝＝＝＝王＝＝ゴ＝＝ヒ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ヒ＝＝＝＝＝と＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  
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概要  

目貫荊：亨社て二応召輝誓雷雨芯享ビ芋ヲジ天常軌若芽天Cモ扇てぢ1葛  Vox Sanguinis 
2007；  
93（Supp暮．2）：31  

年が経過した。報告された輸血副作用症例数は年間約2000例で、  
過去3年間はほぼ一定である。非溶血性輸血副作用は報告症例の  
約80％を占め、輸血関連急性肺障害などが含まれる。輸血感染症  
の報告数は年々減少している。JRCのヘモビジランスは病院の自  
発報告に基づいており、病院と血液センターとの協力が不可欠で  
ある。  

＝＝已＝王＝＝＝＝  

寄生虫  
感染  

＝＝＝＝＝こ＝＝＝＝三三＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝∋言三＝三岩こ＝＝＝＝＝＝＝＝3ニ＝こ＝＝＝＝＝⊃コ＝＝＝＝＝ニ＝こ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝  

米国中南部では稀な輸血によると考えられるBab㌫元扁㌫扁感柔  2008／  

07／29  

American  

Society for 

Microbiology  

lO8th General  

Meeting 2008  

年6月1－5日、  

Boston  

症例の報告である。61歳の女性患者で、赤血球輸血後、吐き気と  
発熱を訴え、敗血症の症状を呈し、死亡した。血液塗抹標本で赤血  
球の5～15％にトロフォゾイト（栄養体）があった。患者血液検体中  
でBabesiaは形態学的に確認され、PCRでB．microti陽性であった。  
輸血された製剤の供血者のうち1名がB．microti陽性であった。  

細菌感 染  ルックバック調査でPropionibacteriumacnes汚染が推定される血小  
板濃縮製剤（PC）の保存から輸血までを追跡したところ、輸血後の  
有害事象は見られなかった。Invitro試験でプロピオン酸菌属の臨  
床分離菌をPCに接種し、好気的に220cで10日間保存という条件下  
での生育を調べたところ、細菌の生育は緩慢か生育を認めなかっ  

た。プロピオン酸菌属はPC保存条件下では増殖しないため、検出  
されないか、輸血後に検出されると考えられた。  

2008／ 06／17  2008；94：193－  VoxSanguinis  201  

細菌感  
＝こ＝ニこ＝＝五＝ ＝と＝ゴゴ＝＝宣＝  染  

＝＝＝＝＝享＝＝毒＝＝三＝＝冥＝∃＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝三三＝王力ま亡ゴヒ＝王＝ヒ＝云喜童云喜云  第56回 日本  

血小板濃厚液の輸血後に  
2008／ 06／17  

TRALI様の急性呼吸不全と髄膜炎を併  
輸血・細胞治療  
学会総会  

2008年4月25－  

27日 WSェ3－3  

発し、血小板残液からBacilluscereusが検出された症例の報告で  
ある。TRALI様の急性呼吸不全を呈した際は、輸血後感染症も視  
野に入れた対応が必要である。髄膜炎併発例の報告はこれまでに  
無いが、輸血後感染症治療では髄液移行性も考慮した抗生剤選  
択が求められる。培養検査だけでなく、遺伝子検査まで施行するこ  
とが、診断及び同一菌株の証明に重要である。  

＝亡＝ゴゴ＝＝董＝  

蔦マフ‾  

フル工  
ンザ  

＝こ＝＝＝＝＝＝＝＝＝三三＝壬＝＝＝王ユ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝コ＝ニ＝＝占＝こ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝三≡＝≡≡＝こ＝＝＝＝コ  

諏汚前官蔦王豪富有責モ裏革じた閻蔦才三万冗王ジ亭  
2008／ 06／24  

ChinaView，  

WWW．Chinaview．  

cn2008－01－10  
感染患者は、患者であった息子との濃厚な接触により感染したもの  
であり、ウイルスの変異は認められていない。しかし、息子と父親  
はいずれも死亡した家禽との接触がないため、息子の感染源は明  
らかになっていない。息子は11月24日に発症し、12月2日に死亡  
し、父親は12月3日に発症したが回復した。ヒト用トリインフルエンザ  
ワクチンは臨床試験Phase））の段階にある【，  

箇だ君市詐勺才プヲ7己王ジ苛砺済流石蒜蒜訂巧訪ラ軒享有訂 

日、中国衛生省は同ウイルスの新規ヒト感染症例を報告した。  串‾   2008／ 06／17  

WHO／CSR  

2007年12月9日  

Jiangsu省の52才の男性で、12月2日に同ウイルス感染で死亡した  
24才男性の父親で、現在入院中である。中国での確定例は27例  
で、うち17例が死亡している。  

：ゴ＝＝＝亡＝＝＝ 梅毒  

リフオルニア州サンディエゴ郡の年間梅毒症例数は、最低となっ  
た2000年の28例から昨年（2007年）は340例まで急増した。州の他  一一●■㌫－・－■」■－■■▲一一－■■一■■■■■一■■－－－■■▲■■●．－＿．－■A．．＿．．■一山t■■＿▲＿＿＿＿＿＿＿＿．．▲＿＿＿＿＿＿．＿▼ 」 ．＿．＿．＿■．＿＿＿＿ カ   2008／ 06／17  

SignOnSanDieg  
o．com 2008年  

3月26日  の大都市の郡と比べて非常に急激な増加である。増加率は州全体  
の2倍以上、全国の3倍以上になる。州から派遣された5名の専門  
家チームは、梅毒と診断された人々と連絡をとって、性的パート  
ナーを探し、検査を受けるよう勧めている。  

＝￥＝＝土＝＝＝＝  ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝コこ＝＝＝＝＝こ＝＝＝＝＝＝＝＝i⊆＝＝コ＝＝コ＝＝＝こ＝＝＝＝＝＝＝岩＝＝＝こ＝＝＝＝＝＝＝  
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